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3 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　2 月 15 日、雪の壁に囲まれた歩道を集団下校する照来小学校の児童たち。2 月 10 日～ 12 日に
降り続いた雪は、但馬地域や鳥取県に記録的な大雪をもたらしました。町内では、交通機関の混乱
や学校の休校、イベントの中止など町民の生活に大きな影響を与えました。



2広報しんおんせん（3月号）

H29（2017）.3.9

町政のうごきから

「うまいもんふぁくとり～」社が始動！

　「消滅可能性都市兵庫県第１位」
　数年前、我が町は衝撃的な宣告を受けました。こ
の現状を打破するための様々な動きに、私たち高校
生の「この町のために何かしたい。私たちにしかで
きないことがあるはず！」という思いが重なり、数
年前から浜坂高校では町内の各機関や大学と連携し
て、例えば小売業の活性化や６次産業化の可能性な
どを考えてきました。そして、先輩方のそのような
取り組みを受け継ぎ、本年度ここに高校生の手で運
営する「うまいもんふぁくとり～」社を設立するこ
とになりました。「うまいもん」を柱に、この新温
泉町の魅力やそこに息づく人々の熱い思いや物語
を、全世界に発信していくのが仕事です。

　浜坂高校の生徒が運営する会社「うまいもんふぁくとり～」が、2 月 20 日にホームページを開設し、
動き始めました。先ずは、新温泉町産の美味しいお米 3 品の通信販売から。
　今後、新温泉町の「うまいもん」を世界に向けて発信していきます。また、SNS（ブログ、ツイッター、
インスタグラム）での情報発信も行います。　　　　　　　　　▼問合せ　県立浜坂高校　℡ 82-3174

◆「うまいもんふぁくとり～」社長　藤田理瑚さん（浜坂高校２年）からのメッセージ

▲ホームページのトップ画面（URL：https://www.ufactorygl.com/）

　その第一弾として、新温泉町最大の生産物である
お米を扱うことにしました。扇ノ山を源流とする岸
田川の清澄な水と、長い時間をかけて積み重ねてこ
られた農家さんの智恵や誇りが山盛りに詰まった極
上の一粒一粒は、まさにこの町を映し出す鏡です。
そのお米を食べた人を、そしてこの町の皆さんを笑
顔でいっぱいにしたい、それが我が社全員の思いで
す。自信と愛を込めて世界中の人々にお届けします。
　会社設立に当たり、たくさんの方々にご支援をい
ただきました。本当にありがとうございます。地域
の皆さんとの交流によって、私たちはますますこの
町が大好きになりました！いよいよ動き出した「う
まいもんふぁくとり～」をよろしくお願いします。



3 広報しんおんせん（3月号）

H29（2017）.3.9

町政のうごきから
第
22
回
「
前
田
純
孝
賞
」
学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル 

入
賞
作
品
決
定

　

次
代
を
担
う
若
者
に
、
郷
土
の
生
ん
だ
歌
人
、
前
田
純
孝
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
き
、短
歌
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
前
田
純
孝
賞
」学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

22
回
目
の
今
回
は
、
全
国
各
地
か
ら
６
９
５
６
首
（
中
高
校
生
の
部
６
１
４
８

首
、
大
学
生
の
部
８
０
８
首
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
前
田
純
孝
と
ゆ
か
り
の

あ
る
佐
佐
木
幸
綱
先
生
（「
心
の
花
」
主
宰
・
編
集
長
）
が
最
終
選
考
を
行
い
、

入
賞
作
品
89
点
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
の
う
ち
、前
田
純
孝
賞
と
町
内
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
問
合
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館　

℡
82
‐
４
４
９
０

◆
前
田
純
孝
賞

　

中
国
史
漢
字
の
海
を
大
航
海
殷
周
秦
漢
船
酔
い
気
分

長
野
県
松
本
蟻
ケ
崎
高
等
学
校
二
年
　
　
　
巣
山
　
稜
介

　
（
選
評
）
漢
字
十
七
字
ひ
ら
が
な
は
、
た
っ
た
三
字
で
一
首
で
作
り
あ
げ
、
見
た
目
に

も
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
を
出
し
て
い
ま
す
。
殷
の
時
代
か
ら
漢
代
ま

で
、
紀
元
前
十
七
世
紀
か
ら
西
暦
二
百
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
千
九
百
余
年
を
一

時
限
で
や
る
の
で
す
か
ら
、
船
酔
い
気
分
も
当
然
で
す
。

　

カ
リ
ッ
ボ
キ
バ
リ
ッ
給
食
の
カ
ニ
に
喰
ら
い
つ
く
あ
の
お
ん
な
の
子
も
獣
の
よ
う
だ

兵
庫
県
新
温
泉
町
立
浜
坂
中
学
校
三
年
　
　
山
本
　
涼
音

　

（
選
評
）
浜
坂
中
学
校
で
は
、
給
食
に
蟹
が
で
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
何
か
し
ゃ

べ
っ
た
り
す
る
生
徒
も
な
く
、「
カ
リ
ッ
」「
ボ
キ
」「
バ
リ
ッ
」
と
い
う
音

だ
け
が
ひ
び
い
て
い
る
教
室
の
雰
囲
気
が
み
ご
と
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ー
モ
ア
を
意
識
し
た
下
句
も
た
の
し
い
で
す
ね
。

　

実
家
に
は
降
ら
な
い
雪
が
ベ
ラ
ン
ダ
に
積
も
っ
て
ス
マ
ホ
を
取
り
出
す
夕
べ

広
島
大
学
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
田
　
佳
凜

　

  

（
選
評
）
は
じ
め
て
自
分
の
部
屋
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
雪
が
積
も
っ
た
体
験
の
新
鮮
さ
。
実

家
を
出
て
、
大
学
に
通
う
た
め
の
部
屋
を
借
り
て
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。「
ス
マ
ホ
取
り
出
す
夕
べ
」
が
、
う
ま
い
。
写
真
を
撮
り
、
実
家
の
家

族
や
高
校
の
友
人
に
送
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

前
田
純
孝
は
諸
寄
生
ま
れ
。
東
京
高
等
師

範
学
校
時
代
、
機
関
誌
「
明
星
」
に
作
品
を

発
表
し
、
与
謝
野
鉄
幹
や
晶
子
ら
と
共
に
活

動
。
生
涯
二
千
首
に
も
及
ぶ
短
歌
を
遺
し
、「
東

の
啄
木
、西
の
翠
渓
」
と
並
び
称
さ
れ
て
い
る
。

詩
や
童
謡
の
作
詞
、
作
曲
な
ど
も
手
が
け
た
。

 前 田 純 孝（翠渓）
　（1880 ～ 1911）

前
田
純
孝
賞
入
賞
作
品
展

▼
と
き　

3
月
25
日
（
土
）
～

　

5
月
3
日
（
水
）
木
曜
日
休
館

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館

▼
内
容　

入
賞
作
品
を
本
人
の
手
で

表
現
し
た
も
の
を
展
示
し
ま
す
。

毛
筆
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
思
い
思

い
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
新
温
泉
町
長
賞

　
蓮
根
の
穴
を
覗
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
に
な
る
六
人
家
族

浜
坂
中
学
校
二
年
　
　
大
田
妃
奈
乃

◆
神
戸
新
聞
社
賞

　
冬
の
朝
静
か
な
時
と
白
い
道
犬
と
二
人
で
足
跡
の
こ
す

夢
が
丘
中
学
校
二
年
　
長
谷
坂
　
葉

◆
佳
作

　

今
日
は
紺
昨
日
群
青
浜
坂
の
水
平
線
は
空
と
交
え
ず

浜
坂
中
学
校
二
年
　
　
谷
口
　
麗
　

　

コ
ン
コ
ン
と
ラ
リ
ー
の
続
く
卓
球
台
音
の
速
さ
に
集
ま
る
視
線

浜
坂
中
学
校
二
年
　
　
清
水
　
愛
結

　

戦
争
と
石
垣
り
ん
の
詩
を
学
ぶ
写
真
の
祖
父
と
会
う
こ
と
は
な
い

浜
坂
中
学
校
三
年
　
　
井
上
　
和
之

◆
学
校
特
別
賞　

浜
坂
中
学
校

※
全
入
賞
作
品
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp/
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町政のうごきから
　

2
月
18
日
、
浜
坂
漁
港
せ
り
市
場
で

「
第
4
回
浜
坂
み
な
と
海
鮮
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
「
ア
カ

イ
カ
解
体
シ
ョ
ー
」。
10
㎏
の
ア
カ
イ

カ
を
素
早
く
さ
ば
く
様
子
に
来
場
者
の

注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
が
旬
の
「
水
ガ
ニ
」
の
釜

揚
げ
や
「
漁
師
汁
」
の
振
る
舞
い
に
長

い
行
列
が
で
き
る
な
ど
、
来
場
者
は
新

鮮
な
海
の
幸
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

2
年
前
に
愛
媛
県
か
ら
鳥
取
県
に

引
っ
越
し
て
き
た
家
族
は
「
日
本
海
の

海
の
幸
は
と
て
も
美
味
し
い
」
と
い
ろ

い
ろ
な
料
理
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

解体されていくアカイカに注目新鮮な海の幸を買い求める来場者

水ガニ釜揚げに長い行列が出来ました

▼
問
合
せ　

　

商
工
観
光
課　

℡
82
‐
５
６
２
５

第
４
回 

浜
坂
み
な
と
海
鮮
ま
つ
り

　

新
温
泉
町
に
は
、
豊
富
な
海
の
幸
・
山

の
幸
が
あ
り
ま
す
。

　

二
大
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
松
葉
カ
ニ
」

「
但
馬
牛
」
に
続
く
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
ろ

う
と
、
２
月
20
日
、
佳
泉
郷
井
づ
つ
や
で

「
新
温
泉
町
海
の
幸″
ご
っ
つ
ぉ
ー
〟
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
開
催
。
新
温
泉
町
産
「
ホ
タ

ル
イ
カ
」「
ハ
タ
ハ
タ
」「
甘
エ
ビ
」を
使
っ

た
新
し
い
料
理
の
提
案
を
求
め
、
10
団
体

か
ら
25
品
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
審
査
委
員
長
に
逸
品
縁
日
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
楠
秀
司
さ
ん
を
迎
え
、

岡
本
町
長
な
ど
5
人
で
実
施
。
美
味
し
さ

や
見
た
目
に
加
え
、
独
創
性
や
原
価
の
4

項
目
で
評
価
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
最
優
秀
賞
は
、
㈲
山
米
の
「
新

温
泉
町
海
の
幸
海
鮮
丼
」
が
受
賞
。
楠
委

員
長
か
ら
は
「
新
温
泉
町
産
の
新
鮮
な
海

の
幸
を
使
っ
た
丼
は
魅
力
的
。
特
に
ハ
タ

ハ
タ
の
刺
身
は
珍
し
い
」
と
今
後
の
商
品

化
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
考
案
し

た
山
本
静
夫
さ
ん
（
浜
坂
）
は
「
地
元
産

は
も
ち
ろ
ん
安
定
供
給
に
も
こ

だ
わ
っ
た
。
大
変
光
栄
で
す
」

と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
問
合
せ

　

商
工
観
光
課　

℡
82
‐
５
６
２
５

海
の
ご
っ
つ
ぉ
ー
コ
ン
テ
ス
ト５人の審査員が厳正に審査しました 最優秀賞「新温泉町海の幸海鮮丼」
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町政のうごきから

　

2
月
27
日
、
新
温
泉
町
民
セ
ン
タ
ー

で
、
ジ
ビ
エ
料
理
教
室
と
講
習
会
を
行

い
、
料
理
教
室
に
は
20
人
、
講
習
会
に

は
56
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

料
理
教
室
で
は
、
猪
肉
を
使
っ
た
カ

レ
ー
や
餃
子
、か
ら
揚
げ
、鹿
肉
を
使
っ

た
竜
田
揚
げ
を
作
り
ま
し
た
。
完
成
し

た
料
理
は
、
臭
み
も
な
く
美
味
し
く
仕

上
が
り
、
大
好
評
。
講
習
会
の
参
加
者

に
も
試
食
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
兵
庫
県
森
林
動
物
研

究
セ
ン
タ
ー
森
林
動
物
専
門
員
の
池
田

恭
介
さ
ん
が
登
壇
し
、
鳥
獣
被
害
の
現

状
、
猪
や
鹿
の
分
布
状
況
や
行
動
の
特

徴
を
説
明
。
獣
害
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
餌
に
な
る
も
の
の
除
去
、
柵
な

ど
の
定
期
的
な
点
検
・
修
理
、
潜
み
場

所
の
解
消
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

猪肉をカットする参加者完成した料理をみんなで実食

講演する池田さん

▼
問
合
せ　

　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
6

ジ
ビ
エ
料
理
教
室
＆
講
習
会

　

来
年
度
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
る
「
道
の
駅
『
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
浜
坂
の
郷
』」。
こ
の
道
の
駅

は
、
新
温
泉
町
の
情
報
発
信
の
拠
点
と

し
て
も
位
置
付
け
て
い
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

2
月
21
日
に
は
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
す
こ
や
か
～
に
で
、
情
報
発
信
に

関
す
る
関
係
者
へ
の
説
明
会
を
行
い
、

12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
在
予
定
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
内
容
は
、
大
き
く
分
け
て
３
つ
。
１

つ
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
桜
や
バ
イ
カ

モ
の
開
花
状
況
な
ど
町
の
観
光
情
報
の

提
供
で
、
当
面
は
町
が
対
応
し
ま
す
。

あ
と
２
つ
は
、特
産
品
の
ネ
ッ
ト
販
売
、

町
内
各
施
設
の
情
報
提
供
で
す
。
こ
れ

ら
は
、
参
加
希
望
の
団
体
に
事
前
登
録

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
団
体
で
情
報
の

入
力
・
更
新
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
操
作
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

日
程
が
決
ま
り
次
第
広
報
紙
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
活
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
等
は
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

商
工
観
光
課　

℡
82
‐
５
６
２
５

道
の
駅
情
報
発
信
説
明
会

説明会の様子

道の駅イメージ図
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　　　　契 約 請 負 状 況   （250 万円以上で競争入札に付したもの )

工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名
文化会館調理室等
大規模改修工事 浜坂 文化会館調理室等大規模改修 5,918,400

平成 29 年 1 月 20 日～
平成 29 年 3 月 27 日 ㈱山根工務店

公立浜坂病院正面
外壁改修等工事 二日市 正面外壁、エントランス、風除室、

自転車置き場、バス待合所等の改修 12,852,000
平成 29 年 1 月 18 日～

平成 29 年 3 月 27 日 ㈱大有工舎

切畑農地復旧工事 切畑 1工区 法面工 L=3ｍ
 2工区 法面工 L=22ｍ 3,682,800 平成 29 年 2 月 2 日～

平成 29 年 3 月 31 日
大翔興業㈲

（平成 29年 1月 16日～平成 29年 2月 15日契約分）

但馬ふるさとづくり大学　―平成 29 年度　受講生募集 ―

◆対象者　但馬地域在住・在勤・在学する人
◆定　員　80 名程度
◆受講料　10,000 円（大学生・高校生は 5,000 円）
◆申込み　氏名（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、

住所、電話番号、電子メールアドレスを記載して、
郵送、電子メール又はＦＡＸで申し込んでください。

　但馬ふるさとづくり大学は、平成８年に開講し、今回で 22 年目を迎えることとなりました。今回の講
座内容は、但馬の自然・歴史・人物などの分野に加え、城崎の麦わら細工体験として、受講生の皆さんに
麦わら細工で絵葉書を作っていただきます。また、毎年恒例の現地学習では、「出石永楽館」の見学を予
定しており、普段は見られない舞台裏や奈落の見学を予定しています。さらに県立但馬文教府第 50 回夏
期大学特別講座と第 12 回但馬検定にも参加していただけます。
　但馬通を目指してどんどん受講してください。

◆開催日程及び講座内容
日　程 会　場 講　座　内　容　　/　　講　師

  5 月 13 日（土）
＜開講式＞

但馬長寿の郷 ①但馬の植物と暮らし　/　田丸和美さん（但馬高原植物園植栽主任）

  6 月   3 日（土）但馬長寿の郷
②但馬の森林林業　/　伍々博一さん（北但西部森林組合代表理事組合長）
③城崎の麦わら細工 300 年の歴史とシーボルトコレクション～麦わら細工体験～
　/　神谷勝さん（城崎麦わら細工技術者の会会長）

  7 月   1 日（土） 出石永楽館
④＜現地学習＞ ～ふるさと但馬めぐり～　会場：近畿最古の芝居小屋「出石永楽館」
⑤伝統を活かした町づくり　/　赤浦毅さん（出石永楽館館長）

  8 月   5 日（土）但馬長寿の郷 ⑥自然と共生・共存　/　吉井あゆみさん（お狩庵代表）

  8 月 19 日（土）豊岡市民会館
⑦但馬文教府第 50 回夏期大学－特別講座－
　/　髙田明さん（株式会社ジャパネットたかた創業者）、金美齢さん（評論家）

  9 月   2 日（土）但馬長寿の郷

⑧志村喬を知る～生野のガキ大将から世界の Great Simura へ～
　/　宇治紘三さん（甲社宅運営委員会会長）
⑨但馬と、ドイツと、それから私、みんなちがって、みんないい
　/　池田ビルギットさん（ドイツ国家検定通訳・翻訳士）

  9 月 10 日（日）但馬長寿の郷 ⑩第 12 回但馬検定試験

10 月   7 日（土）但馬長寿の郷
⑪沢庵和尚について　/　濟秀道さん（願成寺住職）
⑫茶すり山古墳と南但馬の王墓群　
　/　山下史朗さん（兵庫県教育委員会事務局文化財課副課長兼文化財班長）

11 月   4 日（土）
＜閉講式＞

但馬長寿の郷
＜受講生自主研究発表会＞
⑬歌がうまれる・ふるさとが見える　/　里野こみちさん（里野こみちうた工房）

◆申込期限　4 月 14 日（金）
◆申込み・問合せ
　（公財）但馬ふるさとづくり協会
　〒 668-0033　豊岡市中央町 2 番 4 号
　　　　　　　　 （但馬広域事務組合内）
　℡（0796）24-2247　Fax（0796）24-1613

出石
永楽館▶麦わら細工▶
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

～
公
立
浜
坂
病
院
で　
　

　
　
　
　

学
ん
だ
こ
と
～

神
戸
大
学 

初
期
研
修
医　

堤　

惟た
だ
しさ

ん　
　
　
　

（
1
月
に
研
修
実
施
）

と
で
し
た
。
急
性
病
院
で
あ
る
大
学
病

院
で
は
2
次
予
防
が
重
要
で
す
が
、
高

齢
者
の
多
い
地
域
は
慢
性
疾
患
の
有
病

率
が
高
く
3
次
予
防
が
重
要
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
免
疫
力
・
体
力
の
低
下
に
よ

り
急
性
疾
患
の
重
篤
化
の
危
険
性
が
高

い
た
め
、1
次
予
防
の
重
要
性
が
高
く
、

患
者
へ
の
1
次
予
防
の
教
育
が
で
き
る

こ
と
を
選
択
基
準
と
し
ま
し
た
。

　

新
温
泉
町
は
高
齢
化
率
が
約
34
％
と

高
く
、
浜
坂
病
院
は
①
総
合
診
療
②
予

防
医
学
③
在
宅
の
推
進
の
3
つ
の
視
点

で
施
行
し
て
い
る
医
療
機
関
で
あ
り
、

浜
坂
病
院
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

浜
坂
病
院
で
は
、
外
来
診
察
や
病
棟

業
務
で
の
総
合
診
療
科
で
2
次
予
防
を

上
級
医
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら

研
修
し
、
糖
尿
病
教
室
や
地
域
巡
回
講

　

私
の
地
域
研

修
病
院
の
選
択

基
準
は
、
大
学

病
院
で
は
研
修

で
き
な
い
事
柄

を
学
習
す
る
こ

座
や
地
域
の
サ
ロ
ン
な
ど
で
の
1
次
予

防
の
教
育
。
訪
問
診
療
や
在
宅
看
護
・

訪
問
介
護
で
在
宅
で
の
2
次
・
3
次
予

防
を
学
習
で
き
ま
し
た
。　

　

地
域
医
療
研
修
は
1
か
月
と
短
期
間

で
し
た
が
、
訪
問
診
察
・
看
護
・
介
護

で
は
同
一
の
患
者
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
地
域
医
と
し
て
の
在
宅
で
の
患

者
・
家
族
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
で
地
域
の
方
々
と

触
れ
合
い
、
急
性
疾
患
を
治
療
し
た
後

の
生
活
に
不
安
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
、

た
だ
疾
病
を
治
療
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
で
よ
り
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
医
療
や
保
健
だ
け
で
な
く
、
福

祉
と
も
密
に
連
携
す
る
こ
と
や
在
宅

で
の
生
活
の
重
要
性
を
学
習
し
ま
し

た
。

　

病
院
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
は
、
熱

心
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
有
意
義

な
地
域
医
療
研
修
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

3
年
目
以
降
は
地
域
の
中
核
病
院

の
市
中
病
院
で
内
科
医
と
し
て
勤
務

す
る
予
定
で
す
。
急
性
疾
患
に
対
す

る
2
次
予
防
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者

が
多
い
た
め
1
次
・
3
次
予
防
や
、

地
域
で
の
よ
り
生
活
が
で
き
る
よ
う

な
患
者
の
生
活
背
景
を
考
慮
し
た
医

療
・
保
健
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、日
々

の
業
務
に
努
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◆
公
立
浜
坂
病
院
よ
り

　

今
年
度
の
地
域
医
療
研
修
は
堤
医
師

で
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
修
医
に
対
す
る
温
か

い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
年
度
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
浜

坂
病
院
へ
ご
来
院
い
た
だ
き
、
ご
支
援

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【広告】
NPO にーず

　私たちは、通所介護（デイサービス）・
訪問介護を行っています。
　私たちは、ご高齢になり、生活で感じる不
安やお悩みに、少しでもお役に立ち、安心や
楽しみを感じていただけるお手伝いをさせて
いただきたいと考えています。
　どうぞ、ご相談・ご連絡ください。

℡ 83-1900
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
1
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
い
た
だ
い
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

特
産
品
の
活
用
を

　

広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
の
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
の
ご
案
内
を
読
ん
で
、
寄

付
の
お
礼
が「
湯
め
ぐ
り
チ
ケ
ッ
ト
」

と
知
り
ま
し
た
。

　

新
温
泉
町
に
来
て
も
ら
お
う
と
い

う
思
い
は
分
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
新
温
泉
町
の
特
産
品
を

つ
け
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
但
馬
牛

や
カ
ニ
の
よ
う
な
高
価
な
も
の
で
な

く
て
も
、
と
ち
も
ち
、
春
来
そ
ば
、

と
ち
よ
う
か
ん
、
栗
ジ
ャ
ム
な
ど
地

域
で
作
っ
て
お
ら
れ
る
お
い
し
い
も

の
も
付
け
て
、「
食
べ
に
行
っ
て
湯

に
入
ろ
う
」
と
思
っ
て
も
ら
う
の
も

い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。
地
域
の

Ｐ
Ｒ
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
59
歳　

女
性
）

　

本
来
、
寄
付
金
は
寄
付
す
る
人
の

自
由
意
志
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

納
税
者
の
ふ
る
さ
と
や
地
域
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
厚
い
志
の
表
れ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
は
、
特
産

品
な
ど
の
お
礼
を
約
束
す
る
こ
と

は
、
そ
の
行
為
が
寄
付
者
の
寄
付
意

識
誘
導
に
も
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り
、

本
来
の
寄
付
者
の
自
由
意
思
を
操
作
す

る
こ
と
と
な
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
寄
付
（
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
）
の
趣

旨
を
尊
重
し
、
特
産
品
を
通
じ
た
お
礼

は
行
わ
な
い
方
針
で
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
町
で
は
「
新
温
泉
ふ
る
さ

と
会
」
が
会
員
に
特
産
品
を
発
送
す
る

こ
と
で
、
広
く
新
温
泉
町
を
Ｐ
Ｒ
し
、

フ
ァ
ン
、
リ
ピ
ー
タ
ー
、
サ
ポ
ー
タ
ー

を
増
や
す
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
町
と
し
ま
し

て
は
、
寄
付
い
た
だ
い
た
方
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、

新
温
泉
町
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
交
流
人
口
の
増
加
と
地
域
振
興

に
繋
げ
る
た
め
、
お
礼
状
と
合
わ
せ
て

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
」
な

ど
５
つ
の
対
象
施
設
に
５
名
ま
で
利
用

可
能
な
無
料
の
共
通
利
用
券
「
湯
め
ぐ

り
チ
ケ
ッ
ト
」
と
観
光
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
ま
た
、
特
産
品
を
通
じ
て
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
「
新
温
泉
ふ
る
さ

と
会
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
こ
れ
ら
二
つ
の
方
策
を

効
果
的
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
対

応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
総
務
課
長　

西
村
大
介
）

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に
そ

の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し
ま

す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個
別
に
お
答
え

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）、
３
回
目
以

降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。
ご
提
案

い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い　

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４
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　初めてヒメレンゲ（姫蓮華）に出会ったのは、
春の谷川沿いを歩いていた時でした。星形の黄色
い花は、他でもよく見られるので、心に止めた訳
ではありません。似た種類は他にいろいろとあり、
年中、あれやこれやが道ばたや海沿いで咲いてい
るものの、何となく区別が面倒そうで、避けてき
た野草です。
　何年かが過ぎ、また春が巡ってきたとき、雪解
け水が飛

し

沫
ぶき

をあげて流れる小さな谷川のいつもの
場所に、いつものように咲いているヒメレンゲに
出会ったとき、何故かほっとして、「また春がき
たわね、ヒメレンゲちゃん」と声をかけていまし
た。
　ヒメレンゲの茎は褐

かっ

色
しょく

を帯びて地を這い、上部
の葉は線形に、下部の葉はさじ形になり、茎頂に
集
しゅう

散
さん

花
か

序
じょ

（茎の成長を一旦止めて花をつけ、そ
の下からわき芽をだして花をつける）をだして直
径４～７㎜の黄色い 5 弁化を数個つけます。雄
しべ 10 個は 2 列に並び、赤褐色の花粉が黄色に
よく映えます。花後、茎の基部からランナーを出
し、丸いさじ型の葉をつけた新株を作って増えて
いきます。この株がお釈迦さまの蓮

れん

華
げ

座
ざ

に似てい
ることから、ヒメレンゲの名前がついたというこ
とです。
　花言葉は「わたしの心は燃えている」。岩上に
咲く黄色い星形の花を見ると、春を迎えられた喜
びが沸いてきます。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

ヒメレンゲ
 （ベンケイソウ科）

 野草散歩（75) 国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0945

国民年金の加入方法について

　国民年金は誰もが加入する制度です。
　日本に住んでいる 20 歳以上 60 歳未満のすべて
の方は、国民年金に加入することになります。加入
者（被保険者）は、職業などによって３つに分かれ
ており、それぞれ加入手続きが異なりますのでお間
違えのないよう手続きをしてください。
▼第１号被保険者
　自営業者・学生・フリーター・無職の方などで、
加入手続きはご自分で住所地の市区役所・町村役場
の国民年金担当窓口で行います。
▼第２号被保険者
　会社員や公務員など、厚生年金保険に加入されて
いる方で、加入手続きは勤務先が行います。
▼第３号被保険者
　第２号被保険者に扶養されている配偶者の方で、
加入手続きは第２号被保険者の勤務先を経由して行
います。

国民年金保険料は口座振替がお得です

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用に
なれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に
引き落とされるので金融機関などに行く手間が省け
るうえ、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振
替納付することにより、月々 50 円（平成 28 年度
の場合）割引される早割制度や、現金納付よりも割
引額が多い前納制度もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、
通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金融
機関または年金事務所へお申し出ください。
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「3月のおすすめの本」
ご案内

老いては夫を従え
柴門ふみ 著/小学館

　誰だって年を取る。やがては妻を頼り
に生きる夫たちのこと。青春返りのすす
め。ガンとの向き合い方。神様の贈り物
の愛犬との暮らしなど、ゆるゆると老い
てゆく微妙な中年の日々がユーモラスに
綴られたエッセイ。

ただしくないひと、桜井さん
滝田愛美著/新潮社

　子どもの居場所作りスペースでボラン
ティアをする大学生の桜井さん。そんな
彼の周りの人々は、子どもも大人もそれ
ぞれに悩みを抱えている。不倫・売春・
自殺…その裏にある切実な哀しみを一人
の青年を中心に描いた問題作。

実家＆家族の大問題
　日経おとなのＯＦＦ特別編集 / 日経ホームマガジン

　親と向き合う幸せな実家の片づけとは。
不幸にならない介護術。夫婦仲の見直し
と改善。今すぐ始める墓じたくや安心相
続のことなど、誰もが避けては通れない
数々の問題をビジュアルにわかりやすく
解説したお役立ちの１冊。

南総里見八犬伝
越水利恵子著 / 岩崎書店

　人気の古典作品「南総里見八犬伝」が
楽しく読みやすく生まれ変わりました。
８つの珠に導かれる勇士「八犬士」たち
が次々と不思議な事件に遭遇し戦い出
会っていく冒険を描いた読み始めたら止
まらないハラハラドキドキの物語。

さよならしょうがっこう
小種小学校のみんな + 中川ひろたか作 / 偕成社

　秋田県の「小種小学校」は統合により
なくなってしまいました。おじいちゃん
から孫まで通った小学校の思い出が１冊
の絵本になりました。この本は、誰の心
の中にもある大切な「原風景」を描いた
素敵な絵本です。

　

加藤文太郎
記念図書館

TEL（0796）82-5251

おはなし会　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
お子さんと一緒に参加しませんか。
◆3月25日（土）　午後2時～
　『さくらいろのりゅう』 他
◆4月8日（土）　午後2時～
　『はなさかじいさん』 他

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時

図書館からのお願い　　　    
卒業、入学、転勤などに伴い、返し
忘れの本がおうちにありませんか。
今一度ご確認ください。図書館が閉
館の時は、ブックポストへ返却して
ください。又、移動図書館車「ささゆ
り号」「温泉公民館図書室」に返却し
ていただいても結構です。

3 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

4 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

は休館日
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で
す
。
中
央

構
造
線
と

は
、
九
州
か

ら
四
国
、
紀

伊
半
島
を
経

て
長
野
県
、

関
東
地
方
ま

で
を
縦
断
す

る
地
層
の
分

　

南
ア
ル
プ
ス
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
長

野
県
飯
田
市
か
ら
諏
訪
郡
富
士
見
町
に

か
け
て
の
中
央
構
造
線
に
沿
っ
た
地
域

南
ア
ル
プ
ス
（
中
央
構
造

線
エ
リ
ア
）
ジ
オ
パ
ー
ク

か
れ
目
で
、
こ
の
線
よ
り
日
本
海
側
を

内
帯
、
太
平
洋
側
を
外
帯
と
い
い
、
大

地
の
成
り
立
ち
が
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、こ
こ
は
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ（
大

地
溝
帯
）
と
い
っ
て
日
本
海
が
海
に

な
っ
た
頃
に
東
日
本
（
時
計
の
針
の
反

対
回
り
）
と
西
日
本
（
時
計
の
針
の
回

ジオサイトに行こう
　 シリーズ 82

　

平
成
28
年
9
月
現
在
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
は
33
ヶ
国
・
１
２
０
ヶ
所
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
は
43
ヶ
所
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク

に
つ
い
て
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

▲中央構造線博物館

▲南アルプスジオパーク位置図

り
）
が
大
き
く
回
転
し
、
日
本
列
島
が

開
い
た
場
所
で
も
あ
り
、
空
か
ら
見
る

と
新
潟
県
か
ら
長
野
県
、
静
岡
県
に
か

け
て
直
線
状
の
谷
と
な
っ
て
い
ま
す
。

伊
那
市
溝
口
、
板
山
の
崖
な
ど
4
ヶ
所

で
、
内
帯
の
岩
石
（
花
崗
岩
な
ど
）
と

外
帯
の
岩
石
（
堆
積
岩
）
が
ぶ
つ
か
り

合
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
ア
ル
プ
ス
に
囲
ま
れ
た
長
野
盆

地
は
、
冷

涼
な
気
候

と
丘
陵
地

を
利
用
し

た
野
菜
栽

培
や
リ
ン

ゴ
な
ど
果

樹
栽
培
が

盛
ん
な
地

域
で
す
。

　
　
　
　
　

 

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
２
０
７
０
（
直
通
）

　

契
約
時
は
、
見
積
書
を
受
け
取
る
と

と
も
に
必
ず
約
款
を
確
認
し
、
疑
問
点

が
あ
れ
ば
業
者
へ
尋
ね
ま
し
ょ
う
。

■
見
積
も
り
・
約
款
の
確
認
！

　

見
積
書
に
は
、
契
約
内
容
に
つ
い
て

大
切
な
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

荷
物
の
梱
包
な
ど
、
作
業
内
容
ご
と
の

分
担
を
確
認
し
、
疑
問
点
は
直
ぐ
に
聞

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
口
頭
で
確
認
し
た
内
容
は
、

見
積
書
の
余
白
な
ど
に
書
い
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

　

進
学
や
就
職
に
伴
い
、
例
年
３
月
～

５
月
は
引
越
し
が
集
中
し
混
み
合
い
ま

す
。
早
め
に
業
者
へ
見
積
も
り
を
取
り

ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
Ｄ
さ
ん
（
50
歳
男
性
）

　

子
供
が
遠
方
の
大
学
に
入
学
す
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
引

越
し
業
者
に
見
積
も
り
を
依
頼
し
た
。

直
ぐ
に
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、
一
方

的
に
金
額
を
提
示
さ
れ
て
段
ボ
ー
ル
を

送
る
と
言
わ
れ
、
断
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
別
の
業
者
か
ら
見

積
も
り
を
取
る
と
、
金
額
は
安
く
、
対

応
も
丁
寧
で
あ
っ
た
た
め
そ
の
業
者
と

契
約
す
る
こ
と
に

し
た
。
最
初
の
業

者
に
段
ボ
ー
ル
を

引
き
取
り
に
来
て

ほ
し
い
と
伝
え
る

と
、
送
り
主
負
担

で
送
り
返
す
よ
う

に
言
わ
れ
た
。

■
安
易
に
受
け
取
ら
な
い
！

　

契
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合
の
引

き
取
り
費
用
に
つ
い
て
、
業
者
と
の
間

で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
は
、

段
ボ
ー
ル
は
契
約
前
に
は
受
け
取
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

引
越
し
サ
ー
ビ
ス
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
!?

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡　

82
‐
５
２
２
２
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まちの求人案内
―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0137

　（パート）

平成 29 年 2 月 20 日現在

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期
的に求人情報が届き、閲覧ができます。
▼開館時間　午前 8 時 30 分～午後 8 時
※土・日・祝日は休館
▼問合せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

浜坂七釜温泉病院 看護師 20 以上 200 ～ 220
准看護師 20 以上 200 ～ 210

㈱マルワ渡辺水産 旅館の営業 不問 250 ～ 350

㈱メフォス 栄養士 59 以下 200 ～ 220
給食調理 59 以下 141 ～ 146

㈱田中工業所 配管工 18 以上 180 ～ 250
土木技術者 18 以上 180 ～ 250

㈱ふたかた 鉄筋工 18 以上 176 ～ 230
㈲ラッキー美容院 美容技術 不問 150 ～ 250
㈲福田建機 建設機械整備 35 以下 155 ～ 205
㈱ハマサカ建設コンサルタント 測量士 59 以下 158 ～ 270
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 180 ～ 250
㈱リフティングブレーン 食品製造 不問 151
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 18～ 40 136 ～ 144

フジッコ㈱ 一般事務 18 以上 151 ～ 168
製造職 18 以上 151 ～ 168

㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 不問 162 ～ 324
岩本興業 土木作業員 40 以下 172 ～ 280
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 134 ～ 164
特別養護老人ホーム はまさかの里 看護師 不問 194 ～ 224

たじま農協 訪問介護員 不問 131 ～ 137
看護師 不問 226 ～ 230

やすこ歯科医院 歯科衛生士 18 以上 190
㈱大上建設 土木施工管理技士 59 以下 220 ～ 270
上島プロパン㈱ 接客・営業・事務 不問 154 ～ 160
浜坂温泉保養荘 フロント他 不問 146 ～ 155
㈱ヤマグチ 配管工（見習い） 不問 160 ～ 250

㈱円山菓寮 営業 40 以下 250 ～ 400
工場運営管理 40 以下 250 ～ 400

（温泉地域）

㈱井筒屋
客室スタッフ 18～ 60 250 ～ 259
販売接客スタッフ 不問 142 ～ 151
フロント・会計事務 60 以下 147 ～ 188

全但バス㈱ バス運転手 18～ 59 183 ～ 184
総合事務職 18～ 59 156 ～ 185

特別養護老人ホームやすらぎの里
介護職 18 以上 185 ～ 244
相談員 不問 188 ～ 248
ケアマネージャー 不問 195 ～ 256

特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 194 ～ 264
介護員 18 以上 161 ～ 180

㈱西沢製作所 配送運転手 18 以上 146 ～ 155
溶接工 18 以上 141 ～ 172

㈲清美社 下水道維持管理他 45 以下 155 ～ 220
㈱みさき 営業 30 以下 206 ～ 235

湯快リゾート㈱ ホテル運営 59 以下 200 ～ 300
調理 18～ 59 230 ～ 300

㈱いなば 警備員 18 以上 151 ～ 259
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 168 ～ 190

㈱マルワフーズ渡辺水産 食品製造 64 以下 146
営業 64 以下 169

ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 170 ～ 230

㈱赤坂土建 土木技術者 18 以上 200 ～ 300
一般事務 18 以上 145

富士綜合警備保障㈱ 綜合警備 18 以上 150 ～ 175
企画営業 64 以下 170 ～ 200

ハートフル 理学療法士 不問 210 ～ 270
看護師・准看護師 不問 220 ～ 300

㈱警備ひゃく 交通警備 18 ～ 59 143
アイケー電機㈱ 製造作業 不問 134
㈲兵庫ライフサービス
　ゆめ春来

フロアスタッフ 18 以上 142 ～ 156
フロント 18 以上 142 ～ 156

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
ヤクルト販売㈱ 宣伝・販売 不問 900 ～ 1,000
たじま農協 訪問介護員 不問 1,080 ～ 2,400

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産

店内係 不問 1,000
鮮魚係 不問 1,000 ～ 1,100
一般事務 不問 1,000
レジ係 不問 1,100

ミネル㈱ 塾講師 不問 1,400 ～ 2,000
㈱ナカケー 調理・加工・販売 不問 820 ～ 900
㈱さとうフレッシュフロンティア 鮮魚売場 不問 819
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,200
㈱第一食品 調理補助 不問 820
㈱北兵庫 運転手 18 以上 819
㈱メフォス 調理補助他 59 以下 820 ～ 845
㈱コメリ 販売員 不問 819
ゴダイ㈱ 販売・陳列他 不問 820 ～ 920
にーず 介護職 不問 820 ～ 830
フジッコ㈱ 製造職 不問 840
㈱森昌食品 ゆば加工 不問 820 ～ 850

（温泉地域）

㈱井筒屋

食事会場スタッフ 不問 950
居酒屋スタッフ 18 以上 900 ～ 950
会計スタッフ 不問 850 ～ 900
販売接客スタッフ 不問 850
まかない係 不問 850
調理補助 不問 850
宴席準備・布団敷き 不問 850
フロント事務 不問 850 ～ 900

㈱ナカケー 調理・加工・販売 不問 820

湯快リゾート㈱

フロント予約 不問 820 ～ 920
レストランスタッフ 不問 820 ～ 920
キッチンスタッフ 不問 820 ～ 920
洗い場スタッフ 不問 820 ～ 870
売店スタッフ 18 以上 820

特別養護老人ホームやすらぎの里 看護師・准看護師 不問 1,200 ～ 1,300
介護職 不問 930 ～ 970

ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 900 ～ 1,000
ホテル内業務 不問 820

㈱マルワフーズ渡辺水産 食品製造 不問 850 ～ 900

㈱西沢製作所 溶接工 不問 819
補助作業 不問 850

ハートフル 看護師・准看護師 不問 1,300 ～ 1,500
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000 ～ 1,200
ゴダイ㈱ 販売・陳列他 不問 820 ～ 920
㈱朝野家 調理補助 不問 870

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

㈱朝野家
客室係 18 以上 230 ～ 300
販売係 18 以上 150 ～ 170
営業係 18 以上 150 ～ 170

㈱但馬寿 ルート営業 18 以上 232

　（常　用） 　（常　用）
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◆不正な請求の例
▽悪質な身元調査…戸籍や住民票などを取得され、本籍

地や現住所が明らかになることで身元調査に悪用され
る危険性があります。

▽戸籍の悪用…知らないうちに自分の戸籍が悪用され
る、他人が自分に成りすまして各種届出をする、各種
証明書を偽造されたりするなどの危険性があります。

新温泉町文化会館だより
－問合せ－　新温泉町文化会館 ℡ 82-3328

平成 28 年度人権啓発パンフレットを作成しました

「本人通知制度」に登録していますか？

　平成 28 年度の新温泉町人権啓発パンフレットを作成し、2 月に町内各家
庭に配布しています。今回のパンフレットは、新温泉町で実施している様々
な人権施策を 20 ページの小冊子としてまとめています。
　表紙に、平成 28 年度新温泉町人権ポスターと標語の優秀作品を紹介し、
内容に、新温泉町人権啓発推進条例や人権啓発方針、基本姿勢、さらに、平
成 28 年度に新温泉町で実施した様々な人権施策を紹介しています。各地区・
各団体人権学習会や町職員学習会、人権啓発指導員研修会、文化会館を会場
に年 5 回実施している人権講座、全 8 教室ある文化会館教養教室講座、グ
ラウンドゴルフなどの住民交流事業など、様々な取り組みの様子を取り上げ
ています。
　後半の人権啓発コーナーでは、障害者差別解消法、認知症、外国人の人権

　住民票の写し等を代理人や第三者に交付した場合に、事前に登録した人に対して証明書を交付した事実
をお知らせする制度です。住民票の写しや戸籍の証明書が第三者に交付されたことを本人が知ることがで
き、委任状の偽造、弁護士や司法書士等の職務上請求が認められている人による不正な請求の早期発見に
つながります。ぜひ、ご登録をお願いします。

問題、ＬＧＢＴ、同和問題を取り上げました。特に同和問題では、過去に私
たちが学習してきた身分制度が間違いであったことや、部落差別が法制化さ
れ次第に強化されていった経緯などをまとめています。
　無知が偏見を生み、偏見が差別を生みます。学習して知識を得ることは差
別を許さない人づくり・町づくりには不可欠なことです。
　人権条例第 3 条では『町民は、お互いに基本的人権を尊重し、自ら人権
尊重の町づくりの一員であることを自覚し、差別の解消に努めるものとする』
と「町民の責務」を掲げています。新温泉町に住むすべての人が、日常生活
のなかで、お互いに人権尊重されていることを自然に感じ行動できることが、
人権が文化として定着する町づくりにつながると思います。

▽金銭的な被害…銀行口座開設や各種契約な
どに悪用され、詐欺行為に加担させられる、
知らないうちに借金を背負わされるなどの
被害にあう危険性があります。

▽ストーカー・DV 被害…住所や家族関係を
知られ、ストーカー被害や DV 被害を受け
る危険性があります。
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　2 月 26 日、浜坂北小学校体育館で「第 1 回新温泉町
ミニバスケットボール交流大会」を行い、町内の小学生
で構成する 4 チームが参加しました。
　試合は、総当たりのリーグ戦で、1 試合は、4 分間を
4 回の 16 分間で行いました。どの選手も精一杯ボール
を追いかけ、ゴールを狙っていました。
　試合終了後は、「ふれあいバスケット体験会」を実施。
4 チームの選手などが参加し、いっしょに練習を行いな
がら交流を深めました。

高齢者大学で修了式・閉校式

バスケットボールで交流

　2月28日、夢ホールで「平成28年度新温泉町高齢者大
学とちのみ学園修了式・閉校式」を行い、2年間の本科
を修了した7人に修了証書を授与しました。
　修了生を代表して大桐茂樹さん（春来）が「関係の皆さ
まにはいろいろとご親切にご指導、ご鞭撻を賜り感謝の
気持ちで一杯です」と謝辞を述べました。
　同大学宇都野学園でも、2月16日に修了式・閉校式を
行い、4年間の本科を修了した9名と2年間の大学院を修
了した3名に修了証書を授与しました。

　2 月 24 日と 27 日の両日、レストラン楓で、夢が丘
中学校 3 年生 45 人が卒業記念給食としてステーキを味
わいました。この給食は、ふるさとの特産品を味わうと
ともにテーブルマナーを学んでもらおうと同校ＰＴＡと
㈱温泉町夢公社が共同で毎年開催しているもので、今年
はみかたＥＣＯ協議会にも支援していただきました。
　3 月には、浜坂中学校 3 年生がバイキング形式で、町
内 6 小学校の 6 年生がオードブル形式で、人気の給食
メニューを味わいます。

卒業記念に美味しい給食

広報しんおんせん（3月号）

　2 月 19 日、海上を出発し、雪の中を芝桜公園や布滝
を巡る「かんじきハイキング」が行われ、町内外から
24 人が参加しました。
　前週に積もった雪を踏みしめながら、また、道中で小
動物の足跡などを観察しながらのハイキング。かんじき
初体験の方も多くいましたが、小学校 6 年生の 2 人が、
元気よく先頭を引っ張ってくれました。
　この日は、天候に恵まれ、美しい雪景色を
見ることができ、参加者は大喜びでした。

雪景色を楽しみながらハイキング

H29（2017）.3.9
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H29（2017）.3.9

　2 月 5 日、浜坂多目的集会施設で「第 4 回新温泉町
吹奏楽祭」を開催しました。
　今回は、浜坂少年少女音楽隊と、夢が丘中学校、浜坂
中学校、浜坂高校の各吹奏楽部の 4 団体が出演。クラシッ
クや童歌、歌謡曲など様々なジャンルの演奏を披露しま
した。各団体の爽やかで美しい演奏と趣向を凝らした楽
しいパフォーマンスが次々と繰り広げられ、
立ち見が出るほど満員となった会場は大いに
盛り上がりました。

児童・生徒の演奏を満喫

卓球で交流と親睦

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（3月号）

　2 月 3 日の節分に町内の各認定こども園で「豆まき」
を行いました。
　浜坂認定こども園では、全園児 138 人が参加。泣き
虫鬼や怒りんぼ鬼など心の中の悪い鬼に扮した先生が登
場し、園児全員で新聞紙で作った豆を投げ付け退治しま
した。最後は、観音山から下りてきた 3 匹の鬼が出現。
園児だけでは退治できず、福の神が現れて園児といっ
しょに山へ追い返しました。また、この日の給食では、
節分にちなんでイワシやカボチャを提供しました。

心の中の鬼を退治

　2 月 19 日、但馬牧場公園で「ソーセージ作り教室」
を行い、親子連れなど 4 組 11 人が参加しました。
　先ずは豚のミンチ肉に塩や香辛料などを混ぜてこねる
ことから始まりました。その後はいよいよ腸詰の作業。

「詰め過ぎないように」と説明があり、慎重に肉を羊の
小腸に詰めていきます。出来上がりは 1 ｍ以上で、こ
れを適当な長さにねじって結んでソーセージの形にしま
した。最後に乾燥とスモーク、ボイルを行い、美味しそ
うなソーセージの完成です。

　2 月 19 日、健康公園体育館で「第 7 回町民ふれあい
卓球大会」が行われ、小学生から一般までが卓球を通じ
て交流を深めました。
　試合には、団体戦に 12 チーム、ふれあい団体戦の３
部門に合わせて 20 チーム、個人戦 5 部門に合わせて
75 人が参加。選手たちは、楽しみながらも真剣に試合
に臨んでいました。
　団体戦の優勝は、決勝で「上山ピンポンズ
Ⅰ」を下した「ＯＴＣ＜Ｓ＞」でした。　

大好きなソーセージを手作り
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わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H29（2017）.3.9

ご
案
内

広報しんおんせん（3月号）

I N F O R M A T I O N

見
つ
け
た
風
景
や
生
き
物
を
と
ら
え
た

美
し
い
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

3
月
17
日
（
金
）
ま
で

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
３
月
13
日
（
月
）
休
館

漫
々
遊
々 

ダ
ン
ボ
ー
ル  

紙
芝
居
絵 

創
作
展

　

生
活
工
房
「
香
味
煙
長
」
猪
熊
燻
太

郎
（
井
上
利
夫
）
さ
ん
（
香
美
町
村
岡

区
）
が
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
ク
レ
パ
ス
で

描
い
た
昔
懐
か
し
い
物
語
絵
を
展
示
し

ま
す
。ま
た
、３
月
26
日（
日
）に
は
、「
懐

か
し
い
思
い
出
を
食
べ
ま
し
ょ
う
！
」

と
題
し
て
、
紙
芝
居
を
使
っ
た
楽
し
い

お
話
が
あ
り
ま
す
。

▼
作
品
展
示

◇
と
き　

３
月
19
日（
日
）～
30
日（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
（
最
終
日
は
４
時
ま
で
）

※
３
月
21
日
（
火
）
27
日
（
月
）
休
館

▼
創
作
紙
芝
居
「
懐
か
し
い
思
い
出
を

　

食
べ
ま
し
ょ
う
！
」

◇
と
き　

３
月
26
日
（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～
３
時

ー
と
こ
ろ
・
問
合
せ
ー

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
93
‐
０
８
８
８

第
19
回
浜
坂
み
な
と　
　
　

　

ほ
た
る
い
か
祭
り

　
「
ほ
た
る
い
か
」
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
。

い
ろ
い
ろ
な
ほ
た
る
い
か
の
料
理
を
味

わ
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
り

の
１
日
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

４
月
2
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
1
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
漁
港
せ
り
市
場

▼
内
容

◇
春
を
味
わ
う
味
覚
コ
ー
ナ
ー

　

ほ
た
る
い
か
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
串

揚
げ
、
軍
艦
巻
き
、
炊
込
み
ご
飯
、

か
き
揚
げ
う
ど
ん
、
佃
煮
、
沖
漬
け

な
ど

◇
春
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

　

全
日
本
わ
ん
こ
ほ
た
る
選
手
権
、
浜

坂
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
会
、
足
湯

（
七
釜
温
泉
）、餅
ま
き
大
会
、ク
レ
ー

ン
で
吊
る
釜
揚
げ
（
無
料
試
食
）　

な
ど

◇
春
を
感
じ
る
催
事
コ
ー
ナ
ー

　

漁
協
直
販
（
塩
干
魚
、
焼
イ
カ
、
鮮

魚
、
生
鮮
ほ
た
る
い
か
）、
海
産
物
、

農
産
物
、
特
産
物
の
販
売

▼
問
合
せ　

浜
坂
観
光
協
会

　

℡
82
‐
４
５
８
０

第
16
回　

蓄
音
器　
　

「
懐
か
し
の
音
色
」
鑑
賞
会

▼
と
き

　

3
月
25
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

先
着
40
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

来
所
ま
た
は
電
話

▼
受
付
開
始　

3
月
11
日
（
土
）

▼
と
こ
ろ
・
申
込
み

　

ま
ち
歩
き
案
内
所
『
松
籟
庵
』

　

℡
80
‐
１
１
２
６

※
毎
週
水
曜
日
は
休
館

八
田
コ
ミ
セ
ン
か
ら
の

ご
案
内

カ
メ
ラ
講
座
生
作
品
展

　

平
成
20
年
か
ら
講
座
生
40
名
で
続
け

て
い
る
八
田
コ
ミ
セ
ン
の
看
板
講
座
。

写
真
好
き
の
カ
メ
ラ
愛
好
家
が
、
１
年

間
か
け
て
、
旅
行
先
や
自
宅
の
近
く
で
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お
知
ら
せ

新
温
泉
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
放
送
（
Ｂ
Ｓ

１
・
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
）　　

サ
ー
ビ
ス
終
了
の
お
知
ら
せ

　

新
温
泉
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
、
衛
星
放
送
サ
ー
ビ
ス
（
ア
ナ
ロ

グ
放
送
）
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｂ
Ｓ

１
お
よ
び
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
要
請
に
よ
り
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の

サ
ー
ビ
ス
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
な
お
、
民
放
の
衛
生
放
送
（
Ｂ
Ｓ

日
テ
レ
、
Ｂ
Ｓ
朝
日
、
Ｂ
Ｓ-

Ｔ
Ｂ
Ｓ
、

Ｂ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
、
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
）
は
、
引

き
続
き
行
う
予
定
で
す
。

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
放
送
サ
ー
ビ
ス
終
了
日
時

　

３
月
31
日
（
金
）
正
午

▼
同
サ
ー
ビ
ス
終
了
後
に
つ
い
て

◇
引
き
続
き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
衛
星
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は
、
各
家
庭
で
パ

ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
電
気
店
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
契
約
に
は
、
地

上
契
約
（
地
上
放
送
の
み
）
と
衛
星

契
約
（
地
上
放
送
と
衛
星
放
送
）
が

あ
り
ま
す
。
契
約
内
容
を
ご
確
認
の

上
、
受
信
料
の
契
約
を
変
更
す
る
場

合
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
姫
路
支
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
姫
路
支
局
［
平
日
の
み
］

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

℡ 

０
７
９
‐
２
２
５
‐
１
９
０
１

◎
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
［
土･

日
・
祝
日
も
受
付
］

　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

　

℡
０
５
７
０
‐
０
７
７
‐
０
７
７

▼
問
合
せ　

温
泉
総
合
支
所

　

地
域
振
興
課　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
係

　

℡
99
‐
２
０
８
０

▼
必
要
な
も
の

◇
印
鑑

◇
不
在
者
の
現
住
所
が
わ
か
る
も
の

（
メ
モ
な
ど
）

▼
注
意
点

◇
４
月
分
使
用
料
か
ら
減
免
を
希
望
の

場
合
は
４
月
27
日
（
木
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
減
免
申
請
は
、
年
度
ご
と
に
手
続
き

が
必
要
で
す
。
平
成
29
年
度
も
引
き

続
き
減
免
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必

ず
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
減
免
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
減

免
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
事
前

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
広
報
お
知
ら
せ
版
１
月
号
に
掲
載
の

下
水
道
料
金
統
一
（
案
）
の
審
査
結

果
に
よ
り
、
申
請
が
不
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

上
下
水
道
課　

経
理
係

　

℡
82
‐
３
１
１
４

下
水
道
使
用
料
の　
　

　
　
　
　
　

減
免
申
請

▼
減
免
対
象
者　

次
の
各
地
域
の
住
宅

の
う
ち
、
住
民
票
が
あ
っ
て
も
進
学

や
単
身
赴
任
、
施
設
入
所
、
入
院
な

ど
で
長
期
に
わ
た
り
不
在
の
方

◇
浜
坂
地
域　

一
般
住
宅

◇
温
泉
地
域　

地
下
水
や
山
水
を
下
水

道
に
排
水
し
て
い
る
一
般
住
宅

新
温
泉
町
地
産
地
消
の
日　

設
定
と
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
販
売

　

町
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採

用
し
、
地
元
で
生
産
し
た
も
の
を
地
元

で
消
費
す
る
「
地
産
地
消
」
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

取
組
み
の
１
つ
と
し
て
、
昨
年
３
月

に
新
温
泉
町
地
産
地
消
推
進
協
議
会
を

設
立
し
、
新
温
泉
町
地
産
地
消
等
基
本

計
画
の
策
定
、
事
業
計
画
等
、
地
産
地

消
の
推
進
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
12
月
に
開
催
し
た
同
協
議
会

で
、
毎
月
第
３
土
・
日
曜
日
を
「
新
温

泉
町
地
産
地
消
の
日
」
に
設
定
。
町
民

皆
さ
ん
に
地
産
地
消
を
意
識
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
第
１
弾
と
し
て
特
産
品
の

Ｐ
Ｒ
販
売
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
18
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ　

ナ
カ
ケ
ー
白
川
店

▼
出
店
者
及
び
販
売
予
定
品

◇
久
斗
山
農
産
加
工
組
合
（
栃
も
ち
、

栃
羊
羹
、
山
椒
煮
、
切
り
餅
等
）

◇
さ
わ
や
か
グ
ル
ー
プ
（
焼
き
肉
の
た

れ
）

◇
御
火
浦
村
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
（
冷
凍

生
わ
か
め
、
い
か
の
樽
寿
司
等
）

▼
問
合
せ　

農
林
水
産
課

　

℡
82
‐
５
６
２
６　
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軽自動車税の減免申請
　障がいのある人、またはその人と生計を一にす
る人が所有する軽自動車等のうち、障がいのある
人のために継続的に使用される車両については、

「軽自動車税の減免措置」があります。
　軽自動車税の減免を希望される場合は、申請が
必要となりますので、申請期間内に手続きをして
ください。

申請期間
４月３日（月）～５月１日（月）
※申請期間を過ぎると減免を受けること
ができません。

申請対象者
身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手
帳、精神障害者保健福祉手帳を所持して
いる人、または生計を一にする人

減免対象車両
障がいのある人の日常生活において、必
要不可欠となっている軽自動車等

申請に必要な
もの

①軽自動車税減免申請書、②印鑑、③障
害者手帳等の写し、④車検証の写し、⑤
運転者の運転免許証の写し、⑥個人番号
カードまたは通知カード

申請場所 税務課または温泉総合支所地域振興課

注意事項…軽自動車税の減免を受けると、自動車
税（県税）の減免を受けることができません。ご
注意ください。

固定資産課税台帳等の縦覧・閲覧
◆固定資産税に関する縦覧制度
　自己の所有する土地又は家屋の評価額と町内の
他の土地又は家屋の評価額を比較し、適正かどう
かを確認する制度です。

縦覧期間

４月３日（月）～５月１日（月）
午前 ８ 時 30 分～午後 ５ 時 15 分
※土・日曜日、祝祭日等の閉庁日は除き
ます。

縦覧場所 税務課又は温泉総合支所地域振興課

縦覧帳簿
①土地価格等縦覧帳簿
②家屋価格等縦覧帳簿

縦覧対象者
固定資産税（土地・家屋）の納税者本人
又は同居する家族

縦覧内容

①土地の納税者 ②家屋の納税者

所在（地番）、地目、
地積、価格

所在、家屋番号、種
類、構造、床面積、
価格

縦覧する際に
必要なもの

納税通知書、運転免許証など本人と確認
できるもの（代理の場合は、委任状又は
承諾書等）

◆固定資産課税台帳の閲覧
　固定資産税の納税義務者は、固定資産税課税台
帳のうち、自己の資産（土地・家屋等）が記載さ
れた部分について、１年を通じて閲覧することが
できます（手数料として１回 300 円が必要。た
だし縦覧期間は無料）。なお、借地人・借家人等は、
借りている土地・家屋の閲覧をすることができま
す。

軽自動車等の廃車や名義変更の
手続きはお済ですか？

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有（登録）
者に課税されます。
　４月２日以降に廃車や名義変更の手続きをして
も、その年度分を納税していただくことになりま
す。
▽車両を廃棄処分するだけでは登録が残ります。

速やかに廃車手続きをしてください。
▽盗難にあった場合は、警察への盗難届出と廃車

手続きが必要です。
　手続き等がご不明な場合は、
早めに相談してください。

町県民税・国民健康保険税の申告はお済ですか？
　町県民税の申告が必要な方で、まだ済んでいな
い方は、お早めに申告をしてください。
　3 月 15 日まで、浜坂多目的集会施設と新温泉
町民センターで申告相談を行っています。

～ 税務課からのお知らせ ～ ▼問合せ　税務課　℡ 82-3113
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播
但
連
絡
道
路　
　
　

新
料
金
割
引
開
始

　

4
月
3
日
（
月
）

か
ら
2
年
間
の
社

会
実
験
と
し
て
、

平
日
の
通
行
料
金

に
上
限
料
金
（
普

通
車
１
０
０
０
円
、

軽
自
動
車
等
８
０

０
円
）
を
設
け
た

新
料
金
割
引
を
開
始
し
ま
す
。

▼
対
象
車
種　

普
通
車
、
軽
自
動
車
等

※
Ｅ
Ｔ
Ｃ
限
定

▼
問
合
せ

　

兵
庫
県
道
路
公
社　

経
営
企
画
課　

　

℡
（
０
７
８
）
２
３
２
‐
９
６
３
５

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経

済
対
策
分
）
の
申
請

　

平
成
26
年
4
月
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
所

得
の
少
な
い
方
に
対
し
臨
時
福
祉
給
付

金
（
経
済
対
策
分
）
を
支
給
し
ま
す
。

　

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
へ
3
月
上

旬
に
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

支
給
要
件
に
該
当
す
る
方
は
期
限
ま
で

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
支
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
方

で
も
支
給
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
支

給
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

平
成
28
年
1
月
1
日
時
点

で
新
温
泉
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

平
成
28
年
度
分
の
町
民
税（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。た
だ
し
、

ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税

さ
れ
て
い
る
場
合
や
課
税
さ
れ
て
い

る
方
か
ら
事
業
専
従
者
給
与
を
支
払

わ
れ
て
い
る
場
合
、
生
活
保
護
を
受

給
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

基
準
日
で
あ
る
平
成
28
年
1
月
1
日

時
点
で
新
温
泉
町
に
住
民
票
が
な
い

方
は
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
市
区

町
村
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
給
付
金
額

　

対
象
者
1
人
に
つ
き
１
５
０
０
０
円

▼
申
請
期
限　

7
月
31
日
（
月
）

▼
申
請
窓
口　

健
康
福
祉
課
ま
た
は
温

泉
総
合
支
所
地
域
振
興
課
（
郵
送
提

出
の
場
合
、
添
付
書
類
の
不
備
等
が

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

※
振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の
詐
取

に
注
意

　

申
請
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
っ
た

場
合
に
連
絡
を
差
し
上
げ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動

預
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ

と
や
支
払
の
た
め
の
手
数
料
な
ど
の

振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。
役
場
や
厚
生
労
働
省

の
職
員
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話
等

が
あ
っ
た
時
は
、
健
康
福
祉
課
ま
た

は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
℡
92
‐

２
０
７
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
等
屋
根
の
雪
下

ろ
し
支
援
金
支
給
事
業

　

高
齢
者
世
帯
等
の
降
雪
に
よ
る
生
活

不
安
を
解
消
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

た
め
の
支
援
と
し
て
高
齢
者
世
帯
等
の

「
屋
根
の
雪
下
ろ
し
」
に
対
し
て
支
援

金
を
支
給
し
ま
す
。
支
給
さ
れ
る
の
は

町
が
大
雪
等
の
対
策
本
部
や
警
戒
本
部

を
設
置
し
た
場
合
等
で
す
。（
２
月
10

日
午
後
１
時
15
分
警
戒
本
部
設
置
）

　

対
象
と
な
る
世
帯
、
支
援
金
の
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。
屋
根
の
雪
下
ろ
し

は
業
者
に
依
頼
し
て
も
自
力
で
し
て
も

対
象
と
な
り
ま
す
。
支
援
金
支
給
請
求

に
は
、
区
長
・
町
内
会
長
又
は
民
生
委

員
の
証
明
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
世
帯　

町
内
に
住
所
を
有
し
、

現
に
居
住
し
て
い
て
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
世
帯

◇
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

◇
重
度
の
心
身
障
が
い
者
と
75
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

◇
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
た
世
帯

▼
支
援
金

　

１
世
帯
当
り
１
０
０
０
０
円

※
支
援
金
は
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
実

施
し
た
世
帯
主
に
対
し
て
支
給

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

　

℡ 

82
‐
５
６
２
０

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

　

解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
の
労
働
問

題
、
生
活
保
護
・
多
重
債
務
な
ど
の
生

活
問
題
に
、
弁
護
士
が
無
料
で
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き

　

3
月
12
日
（
日
）
午
後
1
時
～
9
時

▼
電
話
番
号
（
予
約
不
要
）

　
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
９
６
０
０

▼
主
催　

日
本
弁
護
士
連
合
会
・

　

兵
庫
県
弁
護
士
会
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募　

集

新
緑
の
地
元
の
山
を
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か

　

加
藤
文
太
郎
山
の
会
と
加
藤
文
太
郎

記
念
図
書
館
が
合
同
山
登
り
体
験
を
企

画
し
ま
し
た
。

観
音
山
登
山

▼
と
き

　

４
月
１
日
（
土
）
午
前
９
時
集
合

　

午
前
中
で
解
散
予
定　
　
　

▼
行
程　

図
書
館
⇓
相
応
峰
寺
⇓
山
頂

　

⇓
岸
田
川
河
口
⇓
図
書
館

▼
持
ち
物　

飲
み
物
・
雨
具
等　

▼
対
象　

小
学
生
以
上

　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
募
集
人
数　

30
名

▼
申
込
期
限　

３
月
29
日
（
水
）

上
ラ
山
・
三
成
山
登
山

▼
と
き

　

４
月
16
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
集
合

　

午
後
３
時
頃
解
散
予
定　
　
　

▼
行
程　

図
書
館
⇓
味
原
登
山
口
⇓

　

上
ラ
山
⇓
三
成
山
⇓
田
君
⇓
図
書
館

▼
持
ち
物　

弁
当
・
飲
み
物
・
雨
具
・

　

手
袋
等　

▼
対
象　

小
学
生
高
学
年
以
上

　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
募
集
人
数　

25
名

▼
申
込
期
限　

４
月
12
日
（
水
）

共
通
事
項

▼
集
合　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
案
内　

加
藤
文
太
郎
山
の
会
会
員　

▼
参
加
費　

各
1
０
０
円（
保
険
料
等
）

▼
そ
の
他

　

登
山
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

春
の
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
・

山
開
き
・
山
焼
き

　

山
開
き
を
兼
ね
た
山
焼
き
、
ブ
ナ
林

等
の
自
然
観
察
、
郷
土
料
理
を
楽
し
む

食
事
交
流
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
、
会
員
は
も
と
よ
り
都
市
部
等
か

ら
の
一
般
参
加
者
や
子
ど
も
た
ち
も
交

え
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
と
き　

４
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原

▼
参
加
費　

各
日 

大
人
２
０
０
０
円
、

　

子
ど
も
１
０
０
０
円

▼
定
員　

各
日
50
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

4
月
15
日
（
土
）

※
持
ち
物
・
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０

　　　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）
　　　　　　　　　生活サポートシステム　担当　池上

　買い物、病院等への外出の付添い、墓掃除、草抜き、草刈り機を
使用した草刈り、枝切り、家の内外の掃除、家具の移動、その他一人っきりでは
億劫になりがちな片付け等、心優しいおばちゃんと爽やかなイケメンスタッフが
真心こもったサービスでお手伝いいたします。料金は、一時間ごと 3,000 円、草
刈機 3,000 円、軽トラック 4,500 円（税抜）などとなります。お見積り、相談料、
交通費は無料です。≪受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00 ≫

【広告】お任せください。安心、安全のサポート  ♥

げんちゃん
担当者直通電話

　090-4147-2916

ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
創
生
塾

平
成
29
年
度
塾
生
募
集

　

地
域
を
学
び
、
人
間
力
を
高
め
新
し

い
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
活
動
を
実
践

す
る
た
め
の
講
座
を
開
き
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
か
ら
平
成
31
年
３
月

　

毎
月
第
２
・
3
土
曜
日

▼
と
こ
ろ　

神
戸
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー

　

セ
ミ
ナ
ー
室
（
神
戸
市
）

▼
受
講
料　

３
０
０
０
０
円
（
年
額
）

▼
定
員　

約
30
名

▼
申
込
期
限　

４
月
30
日
（
日
）
必
着

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

兵
庫
県
生
き
が
い
創
造
協
会

　

ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
創
生
塾
事
務
局

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
０
‐
９
０
１
５
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平
成
29
年
度
第
1
回　
　
　

兵
庫
県
警
察
官
採
用
試
験

▼
採
用
予
定

◇
Ａ
区
分
（
４
年
生
大
学
を
卒
業
ま
た

は
30
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

方
、
年
齢
制
限
あ
り
）

　

男
性　

２
５
０
人

　

女
性　

25
人

◇
Ｂ
区
分
（
Ａ
区
分
以
外
の
方
、
年
齢

制
限
あ
り
）

　

男
性　

45
人
程
度

　

女
性　

5
人
程
度

◇
特
別
区
分

　

情
報
処
理　

２
人

　

心
理
相
談　

２
人

　

武
道　

４
人

▼
採
用
予
定
日

　

平
成
29
年
ま
た
は
30
年
4
月

▼
受
付
期
限

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

３
月
17
日
（
金
）
～
3
月
29
日
（
水
）

◇
郵
送
・
持
参

　

３
月
17
日
（
金
）
～
4
月
5
日
（
水
）

▼
試
験
日　

5
月
14
日
（
日
）

▼
問
合
せ

　

美
方
警
察
署　

℡
82
‐
０
１
１
０

自
衛
官
募
集

種　　目 応募資格 受付期間 試験日

一般幹部候補生

（１）大卒程度試験

　　ア  22 歳以上 26 歳未満の者

　　イ  20 歳以上 22 歳未満で大学を卒業した者

（２）院卒者試験

　　修士課程修了者等で 20 歳以上 28 歳未満の者

５月 5 日

（金）

まで

◎１次

　５月 13 日（土）

◎２次

　6 月 13 日（火）～ 16 日（金）

　のうち指定する日

問　合　せ 　自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所　℡（0796）22-3978

試　

験

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
番
組

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ

旅
」
お
手
紙
募
集

　
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅（
２
０
１

7
春
の
旅
）」
は
、
3
月
27
日
に
高
知

県
を
ス
タ
ー
ト
。
四
国
地
方
、
中
国
地

方
を
抜
け
て
兵
庫
県
に
入
り
ま
す
。
そ

の
後
、
日
本
海
側
を
通
っ
て
北
海
道
を

目
指
し
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙

で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た
め
、「
忘

れ
ら
れ
な
い
場
所
、
風
景
」
に
ま
つ
わ

る
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
番
組
放
送
日
（
兵
庫
県
分
）

　

5
月
1
日
（
月
）
～
5
日
（
金
）

▼
応
募
期
限　

3
月
20
日
（
月
）
必
着

▼
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
性
別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、

風
景
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
明

記
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
先

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.

　

nhk.or.jp/kokorotabi/otegam
i/

◇
Fax （
03
）
３
４
６
５
‐
１
３
２
７

◇
郵
送　

〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

▼
問
合
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

　

℡
（
03
）
５
４
５
５
‐
７
７
４
２

平
成
30
年
歌
会
始　
　

詠
進
歌
募
集

▼
お
題　
「
語
」

▼
応
募
点
数　

１
人
１
点

▼
応
募
期
限

　

９
月
30
日
（
土
）
消
印
有
効

▼
応
募
方
法
　
指
定
の
大
き
さ
の
半
紙

に
作
品
と
住
所
、
氏
名
等
の
必
要
事

項
を
毛
筆
で
記
入
し
応
募

　

詳
し
く
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（http://w

w
w

.
kunaicho.go.jp/

）

▼
応
募
先

　

〒
１
０
０
‐
８
１
１
１　

宮
内
庁

※
「
詠
進
歌
」
を
明
記

▼
問
合
せ　

宮
内
庁
式
部
職

　

郵
送
の
み
（
宛
名
を
記
入
し
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。）
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 年金相談を行います 
　日本年金機構豊岡年金事務所の職員が年金に
ついて相談に応じます。年金加入、保険料の支
払い、受給に関すること等、何でも気軽にご相
談ください。
▼とき　3 月 16 日（木）午前 10 時～午後 4 時

▼ところ　浜坂多目的集会施設

▼問合せ　日本年金機構豊岡年金事務所

　℡（0796）22-0945

広報しんおんせん（3月号）

3 月号
vol.138

住　所 氏　　名 年齢 死亡日

H29（2017）.3.9

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

1 月 16 日～ 2 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

●まちのうごき●　
　3月1日現在

（　）内は前月比

人　口 15,122 人 （－  15）

　男 7,192 人 （ー  12）

　女 7,930 人 （－    3）

世帯数 5,757 世帯 （＋    1）

ご結婚おめでとう

うぶごえ

国民健康保険税第 6 期
納期限 3 月 31 日（金）

　最寄りの金融機関で納めましょう。
　口座振替をご利用の方は、残額の確認を
お願いします。　　税務課　℡ 82-3113

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1	
  ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （

ス
マ

ホ
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/sp 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
電

子
メ

ー
ル

     info@
tow

n.shinonsen.lg.jp　

住　所 夫婦の氏名 届出日

住 所 氏　　名 保護者 出生日


